
ケアラー支援関係職員等養成研修

ファシリテーター用マニュアル

○ オリエンテーション【５分】

１ 基本研修の振り返り【３０分】

２ ケアラーのニーズを考える【４０分】

○ 休憩【１０分】

３ ケアラーへの支援を考える【３５分】

４ これからのケアラー支援に向けて【２５分】

○ まとめ【５分】
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オリエンテーション ５分

事務局が行います

ね ら い ：①研修のねらいについて共通理解
②タイムスケジュールの確認
③ファシリテーター紹介
④その他事務連絡

事務局より、本研修のねらい、
スケジュール、事務連絡等を
行います。

開始時間は会場によって異な
ります。
タイムスケジュールを確認し
た後に、ファシリテーターを
紹介します。
研修資料（パワーポイント）
は、受講者には研修実施後に
お渡しすることを伝えます。

ここまでの時間
５分
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１ 基本研修の振り返り ３０分

目 標：基本研修を振り返り、応用研修での学びの目的を認識する。

実施方法：グループワーク

ポイント：自己紹介・アイスブレイクを兼ねたグループワークであり、下記を意識し
てすすめる
①基本研修の振り返り
②自身の経験から、ケアラーについて気づき、誰もがケアラーになる
可能性から、支援について考える

③時間を意識した発言

はじめに進行担当者がグルー
プワークの内容・方法につい
て説明します。
ファシリテーターは、グルー
プで話し合う際、下記に配慮
して助言をしてください。

・自由に受講者が話せる
雰囲気づくり

・時間内に全員が話し終え
る時間管理

・それぞれの発表に対し、
否定的な意見が出ない
ように配慮する
（否定的な発言があった
場合は、やんわり止める）

１グループ５名を基本とし、
業種等はシャッフルです。

「地域におけるケアラーの存在に気づく」ことへの気づきが、ポイント。

単に事例を発表して共有することが目的ではなく、ＧＷの中から「ケアラーが身近
な存在であり、支援者として存在に気づかなければいけない」と確認することが目
的。そのため、そこに至っていないようであれば、ファシリテーターから助言して
ください。
なお、それぞれの事例の適否について議論する必要はありません。

ここまでの時間
２７分
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１ 基本研修の振り返り ３０分

進行担当者者より、声掛けを
行います。

【例】
「みなさんのケアラーについ
ての認知に、共通理解がで
きたと思います」

もしグループ内で解決できな
い質問や疑問があれば、発言
を促してください。
ただし、個別の相談等は別途
休憩時間に申し出るように伝
えます。

メモ
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ここまでの時間
３０分



２ ケアラーのニーズを考える ４０分

進行担当者（Ｒ４年度は事務
局。以下同様）が、事例につ
いて説明します。

事例は架空の事例です。
事例情報は十分ではありませ
んが、今ある情報から心情や
ニーズを考えてもらうように
進めてください。

事例のポイント①

この事例には、
父・祖父：高齢者
本人：元ヤングケアラー
弟 ：障がい者(ネタばれ)
世帯：経済的に困窮する

可能性
という要素があります。

目 標：ケアラーのもつニーズについて、事例を通して考え、ケアラーが「介護を
担う人」ではなく「ひとりの尊重されるべき人」であることを理解する

実施方法：事例説明、グループワーク、発表

ポイント：ケアラーの思いを知り、潜在的ニーズを含めたケアラーのニーズ（ケアラー
としてのニーズ、ケア役割以外の『その人』としてのニーズ）に気づく

事例のポイント②

祖父が元農家で、近隣づきあ
いもあったからこそ、町内会
（＝近隣住民）が世帯の状況
を知っており、心配されてい
ます。

包括支援センター介入は
①虐待の可能性
②父や祖父の状況確認

の２つの視点から

ここまでの時間
１２分-４-



２ ケアラーのニーズを考える ４０分

ＧＷでは、発言者が偏らない
こと、自由な意見がでること、
自分の意見と異なる意見で
あっても否定しないこと等に
配慮しながら、助言してくだ
さい。

ＧＷ開始前に、下段のパワー
ポイントで、ＧＷの進め方を
確認します。

ＧＷ時間目安：２０分

このＧＷの目的は、ケアラーの心情を踏まえ、ニーズをイメージすることです。

「利用者本位・主体」の視点だけではなく、「ケアラー主体」の視点をもつことが
ケアラー支援のスタートであることを理解します。
ケアラー自身が、自分がケアラーであること、「ケアを行う上で充足されていない
自分のニーズや困りごと」に気づいていないことも多いため、専門職として「対象
者（この場合はケアラー）にどのようなニーズがあるか」を考えることが重要です。

・休憩時間は、ＧＷの延長にならないよう配慮しましょう。
グループ内の会話を妨げるものではありませんが、休憩できない状況になることは
避けてください。

・もし休憩中に受講者から質問があった場合、ファシリテーターの方に回答をお願いする
ことがあるかもしれません。

・ＧＷがうまくいっていなかったり、理解が追い付いていなかったりする受講者やグルー
プがあれば、他のファシリテーターおよび事務局と共有してください。

ご協力よろしくお願いします。

進行担当者よりいくつかのグ
ループに、グループでの意見
を発表いただきます。
その後、休憩に入ります。

-５-

ここまでの時間
４０分

ここで１０分休憩☕入ります

休憩時間
１０分



３ ケアラーへの支援を考える ３５分

「ケアラー自身は、働きかけがないうちはあきらめて

いる」ところがポイント。
日本では「介護は家族がやるもの」「介護がつらいといえば、

冷たいと思われてしまうのではないか」等、様々な思い込みや
遠慮がケアラーにあります。ケアラーの気持ちに、専門職等が
気づくことの重要性をこの事例から読み取ることが重要です。
また、「自分がやるしかない／あきらめる」背景に、これま

で「介護の担い手」としての役割を請け負っていたこと、ケア
ラー支援に関する情報をケアラー自身が知らないことにも着目
する必要があります。

目 標：ケアラーの思いに寄り添った支援とその必要性について、事例を通して
理解する。またケアラー支援における専門職の役割の重要性と、関係機関
連携の必要性を理解する。

実施方法：事例を通したグループワーク、発表

ポイント：①ケアラーへの支援が、ケアラー自身及び家族全体にどんな影響を与える
のか理解し、世帯全体（家族まるごと）を考えた支援が重要であること
に気づく

②要介護者を支援する仕組みや制度はあるが、ケアラーを支援するものは
不十分であることに気づく

進行担当者より、支援の展開
について説明していきます。

あきらめていた本人に寄り添
う中で、本人から発せられた
言葉に着目し、本人とともに
目標を設定したことを理解し
ます。
※ケアラー支援においても、
本人主体の考え方

それぞれの支援の進め方です。
ケアラー支援は家族全員に関
わる問題です。特に今回きっ
かけになっている弟について
どのような関係機関連携がで
きているのか、把握する必要
があります。
次ページから個別に詳しく見
ていきます。黄色が関係機関
です。

包括Ｃは、弟からの虐待が疑
われる案件として行政に通報
の義務があります。ただし暴
言のみであり、緊急性はない
と判断されました。
その後、事実確認→コアメン
バー会議→個別ケース会議を
経て、弟が事故後に入院して
いた病院へ照会をしています。

ここまでの時間
５分
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３ ケアラーへの支援を考える ３５分

この事例における支援の展開
について、進行担当者より説
明します。

それぞれの状況に応じて、多
様な専門機関が関わっている
ことを示すため、専門職や関
係機関は赤字で示しています。

弟は、高次脳機能障がいが判
明し、暴言の理由がわかりま
した。
弟自身も、服薬や障害年金の
受給によって、精神的に安定
していくことに着目します。

最後に、ケアラー本人への支
援について考えます。

自由時間が出来たこと、弟の
豹変理由がわかったことで、
精神的負担感が軽減されてき
ました。
これによって外に出る機会も
増え、関係機関との関わりも
増えています。
本人と関係機関の信頼関係が
構築されることで、良い方向
に向かっています。

「高校時代の友人とランチ」
では、友人から仕事や趣味、
交際等さまざまな経験をきき、
自分だけ社会から取り残され
たように感じるかもしれませ
ん。また、介護に追われる自
分のことは話しにくいかもし
れません。
ケアラーの孤独や孤立も、ケ
アラー支援には重要な視点で
す。

「ケアラー支援は家族全体に様々な影響があること」

「様々な人やサービスが関わり連携していること」を
理解するのがポイント。
ケアを担う人は、家族のキーパーソンとも言えます。
ケアラー支援の実施は、世帯としての課題と展開を

考えることが重要です。

ここまでの時間
９分-7-



３ ケアラーの支援を考える ３５分

それぞれにどのような支援が
介入したかをみていきます。
あわせて、関係機関の連携に
ついても気づきを促します。

これまで「介護の担い手」で
あったケアラー本人も、周囲
の意識も変わったことで、ケ
アラーの生活に変化が訪れた
ことを理解します。
特に要介護者のサービス利用
だけがケアラー支援に繋がる
ものではないことを意識しま
しょう。

ケアラーの気持ちの変化（精神的負担の軽減）がポイント。

実際に自由になっている時間は週に１日程度でありながら、「自分がやらなければ
いけないから仕方ない」というあきらめの気持ちでいた本人が、自分の気持ちを専
門職に話せるようになってきたこと、表情が明るくなってきたことに着目します。

家族の現状を再確認します。

黒字が支援前の状況、
青字が支援開始後の現状です。
様々なターニングポイントが
あったにも関わらず、『なぜ
ケアラーが相談しなかった
か』を考えることで、ケア
ラーの状況を考えることがで
きます。

ここまでの時間
１２分-8-



３ ケアラーの支援を考える ３５分

ケアラーの発見を促し、自分の地域と結びつけるＧＷ

地域によって活用できるサービスや関係機関の連携状況等、現状は様々です。
自分だったらどのような支援を考えるかグループ内で共有することは、他地域の
現状を知ることにも繋がります。
社会資源づくりは、地域づくりに欠かせない視点であることに気づけると、ケア
ラー支援への取り組みがさらに進みます。

事例全体を振り返ります。
最後のＧＷです。
「こんな支援や仕組みがあっ
たらいいな」と思うことも、
グループ内で共有してくださ
い。
ここではあくまで「この事例
について」のＧＷです。もし
そこから離れた議論になって
いる場合は、介入してくださ
い。

ＧＷ実施後は、司会進行者よ
りいくつかのグループに結果
を聴きます。

ＧＷ時間目安：２０分

ここでの時間
３２分
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３ ケアラーの支援を考える ３５分

ここまでの時間
３5分

-10-

進行担当者より、事例につい
てまとめます。

以下、シナリオ案です。

・本事例のケアラーは２６歳であり、
これから先の人生設計が重要な
年齢です。ヤングケアラーを経て、
そのまま若者ケアラーとして、家
族のケアを継続しています。
・これまでの人生を考えると、ケア
ラーとして就職や進学のタイミング
で専門職が別の関わり方をしてい
たら、この女性は就職や進学をあ
きらめずに済んだかもしれません。
・あるいは父の退院や祖父の狭心
症発症時に、専門職の介入をす
る視点もあるでしょう。
・人生を考える際、ケアがケアラー
自身の将来や生活に過度な負担
にならないよう、専門職として支援
を続けていくことが望まれます。
・現時点では全てのケアラーが満
足できるサービスがあるとは言え
ませんが、専門職がケアラーに寄
り添うことで、ケアラーが求めてい
るサービスが見えてくるのではない
でしょうか。

この流れのまま、最後のプ
ログラムにすすみます。

メモ



４ これからのケアラー支援にむけて ２５分

全体でケアラー支援について
の意見共有を行います。
各市町村等により社会資源に
差がある中、自分が地域の中
でどのようなケアラー支援を
担うか、意見表明していただ
くイメージです。

最初に発表者の立候補を募り
ますが、出てこない場合、
ファシリテーターから推薦い
ただくこともあります。
積極的な受講者がいれば、進
行担当者に教えてください。

発表時間目安：１２分

目 標：これから地域におけるケアラー支援に向けて、自らが担う役割を考える。
自分が地域で何ができるか、何から始めていくかを再確認する。

実施方法：全体発表、ファシリテーター助言

ポイント：多様な地域におけるケアラー支援のアプローチや、専門職同士の連携に
気づき、受講者同士が連携体制の必要性を考えることが意識できるとよい。

最後に、ファシリテーターか
らひとことずつ助言等。ファ
シリテーター数によっても異
なるが、１人２分程度をイ
メージ。

助言時間目安：６分
（１人２分程度）
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ここまでの時間
１８分



４ これからのケアラーの支援にむけて ２５分

ケアラー支援は、ケアラーと家族
の人生を支援することです。

○ケアラー自身にも生活があり、
その人らしい人生をおくるために、
どのような支援が必要か、ケア
ラー自身、そしてケアラーの人生
のステージに寄り添って考えること
が必要です。

○ケアを必要とする人の状況は
様々で、それをケアするケアラー
の状況も同じく様々ですが、ケア
の大変さは変わりません。
ケアを受ける人の生活をよくする
ためには、ケアを担う人の生活もと
もに考えていくことが重要です。

ここまでの時間
２２分-12-

○「ケアをする生活」が続くほど、
ケアラーにとってその生活は当たり
前になってしまい、自分がケア
ラーであることに気づけなくなりま
す。本人が気づけないニーズに気
づくことが、専門職には求められま
す。

○ケアを受ける人もケアを担う人
も、尊厳をもったひとりの人です。
山のように目の前にすることがある
中、ケアラーが自分自身や将来に
ついて考えることが難しいのは当
たり前です。今後、ケアを受ける人
が寛解したり施設に入所したりお
亡くなりになったり等、状況が変わ
ることが考えられます。ケアが楽に
なったり終わったとき、何をするか。
ケアラーの５年後、１０年後を見
通した支援を考えることが、専門
職だからこその支援です。



４ これからのケアラー支援にむけて ２５分

○ケアラー支援の開始は、ケア
ラーに気づき、ケアラーが求めて
いる支援について考えることからで
す。

○支援に繋がるまでに、心身とも
疲弊しているケアラーを取りこぼし
たりたらいまわしにすることがない
よう、支援者側の体制基盤（チー
ムづくり等）の準備が重要と考えら
れます。

○そしてケアラー支援を行う仕組
みづくりに必要な５つの視点につい
て、紹介します。
これからケアラー支援ができる地
域づくりに取り組む中で、この視点
をぜひ活用いただきたいと考えて
います。
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○特にヤングケアラーや若者ケア
ラーは、自分たちから声を上げる
ことはありません。支援者も含めた
周囲の大人がその存在に気づか
ないうちに、子ども・若者らしい生
活や将来を犠牲に、ケアをしてい
る現状があります。

○ケアラーを見過ごすことは、社
会的な側面からは様々なコスト・リ
スクにも繋がります。
ケアラーを地域や社会で支えるこ
とが、将来の地域づくりや社会づく
りに繋がることを、専門職は知って
おいてください。

ここまでの時間
２5分
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